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1.破砕石英中の ESR 信号の同定と熱安定性の研究 (Chapter2) 
天然石英をボールミルで破砕すると、石英表面に石英結晶がアモルファス化したと考えられる層が生じる。破砕石
英を ESR で測定し、石英表面層に形成される格子欠陥、石英表面に捕捉された破砕雰囲気起源のラジカルを測定し、
さらにそれらの熱安定性を調べた。 L、くつかの格子欠陥が新たに同定された。また表面層では valence band 上端の
エネルギーが変化することにより、ホール中心の熱安定性が変化していることがわかった。





















電磁波が入ったためであることが分かった。この電磁波強度を Chapter 5 で得られたモデルで計算したところ、マ
グニチュード 2 程度の応力変化が地表付近で起こったとき、石英の圧電効果で発生する電磁波として説明されること
が分かった。
以上、地震に関連した諸現象について研究が行われ、断層活動の痕跡(断層運動による鉱物破砕、水素発生、摩擦
熱発生)を石英中格子欠陥の濃度と熱安定性から研究する可能性が示唆された。また、地震に関連して観測される電
磁波の定性的理解が得られた。
論文審査の結果の要旨
地震前の岩石微小破壊による石英粒子の応力変化と圧電補償電荷により発生する電磁パルスの周波数スペクトルを
計算し、地殻の誘電分散を考慮した伝播から、地震前兆の電磁波、地電流、テレビ画像の乱れを定量的に説明した。
また、断層内粘土の石英の電子スピン共鳴 (ESR) 信号やその水素ガス接触実験から、断層面で発生する水素や
熱を評価した。博士(理学)の学位論文として充分価値あるものと認める o
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